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【概要】 
自動操舵トラクタ(RTK-GNSS)による雑穀（アマランサス、たかきび）の播種、除草は、

高精度の直進作業が可能であり、手動の操作より作業精度が向上し、オペレータの作業負
担も軽減されます。 
 １ 自動操舵トラクタによる作業精度と作業負担 

(1) 自動操舵により、播種を直進走行で行い、出芽後に播種時と同じ基準線上を走行
して除草ができます。自動操舵の走行基準直線上からのズレ幅は、手動操舵より小
さく、より直線に近い軌跡で作業ができます（図）。 

(2) 播種と除草を高い直進性で作業できることから、自動操舵による除草では作物体
の損傷が軽減され、除草精度も高まります（表）。 

(3) 自動操舵による作業時のオペレータは、播種、除草とも前方運転操作にかかる負
担が軽減され、作業状況を適時に確認できます。 

 ２ 留意事項 
あわ、きび等の他品目における除草作業への適応は現在検討中です。 
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図 自動操舵トラクタによる播種（左）・除草（右）作業 

注） 

・播種、除草は、RTK-GNSS（全球測位シ
ステムによるネットワーク型）自動
操舵システムを利用し直進走行によ
り作業を実施。 

・RTK 基地局は県北農業研究所設置の
NTRIP 方式  

・自動操舵システムは、ニコン・トリン
ブル社製 GFX-750 

・トラクタは YT232H、播種は真空播種
機 KD-401、除草はレーキ式除草機
P001-5CHN を使用 

走行基準直線上からのズレ幅は、自動操舵で 1.11～2.39 ㎝、手動操舵で 1.91～5.42 ㎝ 

表 除草による作物体損失と除草率（R７年度） 


